
宮崎県教育研究連合会

管理職等任用試験練習問題(2016年度版)

（解答編）

１ 練習問題です。研修会までに、各自で、内容を研究しておいて下さい。研修会で

は、模範解答を示し、内容を検討します。ただし、問題数が多いので、全ての問題

について、事前に検討する時間はないかと思います。問題に目を通すだけでも結構

です。

２ 内容を欲張りすぎたので、相当に、設問が多くなりました。また、解答欄が、狭

いかも知れません。その場合は、別紙等にお願いします。

３ 全て（校長教頭 共用）として作問してあります。しかし、設問によっては、「教

頭として」等の指定があるものもあります。その場合は、各自の受験される職種に

読み替えて解答をお願いします。

４ 今回の内容は以下の通りです。過去の宮崎県の出題傾向を勘案し、あまり出題さ

れていない内容項目を中心に作問しました。

１ いじめ防止

２ 児童生徒への懲戒

３ 体罰問題

４ 道徳教育の充実

５ 教科用図書

６ 信頼される学校づくり～保護者・地域との連携

７ 信頼される学校づくり～教職員の資質向上
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１ 「いじめ防止」《校長・教頭 共用》

平成25年９月にいじめ防止対策推進法が施行されました。これについて、次の設問に簡潔に答えなさい。

(1) この法律におけるいじめの定義を述べなさい。

(2) この法律では「学校いじめ防止基本方針」の策定が義務づけられています。この「いじめ防止基本

方針」とはどういうものですか。

(3) あなたの学校のいじめ防止基本方針の基本理念はどのような内容ですか。

(4) 同法では、「学校におけるいじめの防止等の対策のための組織」の設置が義務づけられています。

あなたの学校では、どのように設置していますか。構成員、開催時期等を述べなさい。

(5) 学校いじめ防止基本方針は、点検と見直しが必要です。どのような点に留意して、点検・見直しを

すべきか、あなたの意見を述べなさい。

Ṓṛṓ ұዙዾἼࡠἨἷẩকៃұዙዾἝ۝ፑἪ὜ഁࠓἼ۝ፑἨἷἕ὜ዾকៃұዙዾἹࠪ͜Ἷαᆋ

᫖ЛἼἓ὜οἿұዙዾἝᜊ἗োႵᆋ׊ὀ၈ႵᆋἻথᮧὣͥἙ὜ᜊ࿚ếὨᾷᾃ̵ᾑᾇᾌὣᥨἩἷᜊ

ὠὝ὜ὓἿὣ؀ὑẪỀἸἓἴἷẩকៃᜊ࿚ἿࡠᡈἹἻἴἰұዙዾἝোᣯἿᖇᅕὣ੘Ἡἷἕ὜ὓἿẪ
ếǥἕἩὒ᫵ยࡠጇୖᥳຢṜಲỀ

ṒṜṓ ἼἛἢ὜ἕἩὒ᫵ഁࠓ਱Ἴ৓Ἡẩ࠮Ἷഁࠓ᧌Ἠἰ͢Ἰẩ׈ಙ௻ᨃὣܒὕᇁἿἕἩὒ᫵ยۋ

ยዾἿἰὒἿࡠጇἼ᫖Ἢ὜ܒಙᆋἻ௻ᨃὣࠪὒ὜ὓἿἸἓ὜ẪếǥἕἩὒ᫵ยࡠጇୖᥳຢổỗಲỀ

Ṓṝṓ ಙഁἿἕἩὒ᫵ยܒಙ௻ᨃὀẩἕἩὒἿ᫵ยἿἰὒẩҹᄀসἼịἕἩὒὀ๼ἨἷឦἦὝἻ

ἕỌἤἹὣႵឍἦἬẩᄀসἿᡂἜἻ਱ணὕᦇ৅োẫΚἕἿαഊὣࡪ᧸ἨװἙ὜੪ॄἻἺẫোἿᥨ

἗α᫐᫖ЛὣඥጭἝݸΖἱἹἨἰ͢ἸẩἕἩὒἿ఑ಓᆃ᝵Ἷ૓ዉἷẩἕἩὒὉἿࡠӹ௻ຢὕ۟

ẫ᫖Лෛ᫖ἹἿ᥯஀Ἷ௻ຢἻἺἼἵἕἷẩඏᝯὣࠪὒἷἕ὜Ẫे࠹ὕ܌

ṒṞṓ ಙഁἿἕἩὒ᫵ยࡠጇᎲᐟὀẩịἕἩὒͤᆄഁࡠጇـ޽ϜỌἸἪẪഁ᫅ậ௖ᮺậᄀসଣ

भ͹ϐẩᯮᠮ௖៹Ἔ὚ඥષἨἷἕ὜ẪৌᝯἼ৓Ἡἷẩώέ̵ᾯὯὪᾷ὿ᾭ̵ἼὓҸࠓׯ͹Ζẩ࡭

ἴἷὓ὚ἴἷἕ὜Ẫ๎ಆ಄ᎰᥲἼẩಆổॄᫌѲἨἷἕ὜Ẫ

Ṓṟṓ ಙഁἿἕἩὒ᫵ยܒಙ௻ᨃὀẩबષỖộभॄಘἼጇࠪἨἰὓἿἸἓὛẩἮἿ঵ẩ᝵ᆷἨὣᜊ

ἴἷἕἻἜἴἰẪἮἤἸẩಙഁἼἛἕἷὀẩωͣἿὙ἗Ἳ᝸࿙Ἰ࿙൥ậ᝵ᆷἨὣ࠮௽ἨἰἕẪ

ȩ όὨέᾯἸ࿙൥ậ᝵ᆷἨὣᜊ἗

޹੪Ἕἓ὜Ẫ࿙൥ἹЯรἝἓἴἷ࠮ἢ὚ὝἷἕἻἕ׹ᜊἼἱἢἨἜᆵἝ࠮ಙ௻ᨃἿዉഒἹܒ

ὒἷ࠮ՕᆋἻܒಙ௻ᨃἹἻ὜ἹᒈἙ὜Ẫ

Ȫ ἕἩὒ᫵ยܒಙ௻ᨃᾅὫᾇέύ̵ᾌἿϷષἹ࠮௽

ᒈ׈ዉ௖ᓈோጇᇿካ૎Ἔ὚बષṜṠभổổಆἼԅἦὝἰᾮ̵ᾙᾰᾇᾌἼቃἦὝἰᾅὫᾇέύ̵ᾌۋ

ἼẩಙഁြὣϷષἨẩ௖ᒭـἼὙ὜឵ГὣỖࠓಓಘἼ࠮௽Ἠẩ៟ᯃὣట὚ἜἼἨἷẩை٫࿙Ἷ൥

មὣᜊ἗Ẫ

ȫ ងᆋἻଣෂὣᄄἕ὜࿙൥࠯

֢ἼἕἩὒὕ׍α᫐ἿᾌᾭᾚᾯዾἿ௝Ἷܾ༓ἱἢἸὀἻἠẩഁࠓᎷڀᾗὼᾫᾷὕഁࠓἿ௖ᓈᆋ

៟ᯃἼܒἶἠ឵ഁࠓГἹӀᥨἿଣෂὣὓἹἼẩಓরἨἰݪցἝ᝵὚Ὕἷἕ὜ἜἺ἗Ἔὣ឵ГἪ὜

ἻἺἨἷẩܒಙ௻ᨃἿ᝵ᆷἨὣᜊ἗Ẫ
ǥ बષỖỚभṛṛಆἼۋዉ௖ᓈோጇᇿካ૎Ἔ὚ẩịഁࠓἿἕἩὒ᫵ยܒಙ௻ᨃἿ࿙൥ậ᝵ᆷἨỌἼἵἕἷἿᾮ̵ᾙ
ᾰᾇᾌӋࠄἝᆃᜊ᾿ҽᫌἦὝἷἕ὜Ẫᾮ̵ᾙᾰᾇᾌἸὀẩផᄏἿዉഒẩ࠮ᜊẩ࿙൥ẩЯรἹἕ἗όὨέᾯὣؔಓᆋἼᜊ
ἕை٫ὣᐫὛ᥆ἨἷἕἠἤἹẩٟᯃἝᢧ἞ἷἕἻἕἜ὚ѡҹἼᓈષἦὝἷἕ὜ἹᇷᎿᆋἼᒈἙἫẩࠪಓᆋἻ࿙൥ὣᜊ
ἴἷἕἠἤἹẩגᎲԪ঵Ἷ࠮੪ὣ׏ధἨἰ࠯ងᆋἻଣෂὣᄄἕἰגᎲ឵Гὣᜊ἗ἤἹἻἺἝቃἦὝἷἕ὜Ẫ
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２ 「児童生徒への懲戒」《校長・教頭 共用》

次の設問に簡潔に答えなさい。

(1) 学齢児童・生徒への懲戒は誰が行うか書きなさい。

(2) 児童・生徒の懲戒について規定している法令は何法の何条か。

(3) 「校長及び教員が児童等に懲戒を加えるに当っては、児童等の心身の発達に応ずる等教育上必要な

配慮をしなければならない」と規定している法令は何法の何条か。

(4) 児童・生徒への懲戒の種類を２つ書きなさい。

(5) ①懲戒の性格について説明しなさい。②また、懲戒の具体例を４つ書きなさい。

(6) 公立学校の校長は学齢児童・生徒を退学・停学処分にできるか書きなさい。

(7) 児童・生徒に懲戒を加える際の留意事項について、管理職として若手教員をどう指導するか法令等

を踏まえて述べなさい。

(8) 清掃終了後、校内を見回っていると、昇降口付近から教員の大きな声が聞こえてきた。様子を見る

と、教員が数人の児童を正座させたまま、かなり感情的な口調で叱責している。このような場合、管

理職（教頭）としてどう対応するか述べなさい。

Ṓṛṓ ഁ᫅׌ὄ௖ـ

ṒṜṓ ௖ᓈຢṛṛಲഁࠓ

Ṓṝṓ ௖ᓈຢ௽ᜊ᝶ԦṜṠಲഁࠓ

ṒṞṓ ậצἴἰὛẩ୆ංͳࠪ͜Ἷష᫐ዉἰἬ὜ἻἺẩຢᆋՕ್ὣϡὠἻἕịΖ࠮ᜊ࿚ỌἹἨἷᜊ἗

દહẪậᥗࠓὕѠࠓἻἺẩұዙậᄀসἿ௖ᓈὣדἢ὜۟ϫὕ෉ԙἼݪՠὣὓἰ὚ἪịຢᆋՕ್Ọ

ὣϡ἗દહẪ

Ṓṟṓ ȩ৮ഊẮഁࠓἼἛἢ὜௖ᓈᆵᆋὣᦈષἪ὜ἰὒἼẩұዙậᄀসἼࡠἨἷᜊὠὝ὜ὓἿἻἿἸ

௖ᓈᆋ᧍੻ἿͣἼᜊὠὝ὜Ὂ἞ὓἿἸἓὛẩ௖ᓈϷᄄἿ͜ჟἹἨἷἿ৮ഊὣಇἪ὜Ẫ

❶ ❷ ❸ ❹ȪӃϰЇẮ ᡤὕຬ੓צ ᥗࠓ Ѡࠓ លؐ

ṒṠṓ ҽዉ࡮ậͳഁࠓἼἛἕἷὀᥗࠓӹԋẩѠࠓӹԋἹὓἼᜊ἗ἤἹἝἸ἞ἻἕếἰἱἨẩҽዉἿ

ͳዾ௖ᓈഁࠓἿԪಓ៟ኆẩϾឥ۶ͳഁࠓዾἿࠓᵨᄀসἿװܣὀẩᥗࠓӹԋὣדἢἷὓҽዉ

ἿͳഁࠓዾἼࠓࡹἸ἞὜ἤἹἝຢᆋἼЩᬣἦὝἷἕ὜ἿἸẩকៃᄀসὣᥗࠓἦἬ὜ἤἹἝἸ἞὜Ẫ

ἻἛẩࠓᵨұዙậᄀসἿѠࠓӹԋὀҽዉậታዉἿԗὕഁࠓኑԗἼ᫖ὠ὚ἫἸ἞ἻἕỀẪ

Ṓṡṓ દહὣᜊ἗ἼἓἰἴἷὀẩұዙậᄀসἿোᣯἿᆃᦈἼ৓Ἣ὜ἻἺẩᇄἼ௖ᓈ͢ৌᝯἻ᧍੻

ὣὓἴἷ੭᧸ἜἵᆋሦἼᜊ἗ἤἹἝ๪ὒ὚Ὕ὜Ẫ὏ἰẩโ὜ậᣟ὜ἻἺἿϰᑕὀഁࠓ௖ᓈຢṛṛಲἸ

ቝยἦὝἷἛὛẩᏉࡠἼἨἷὀἻ὚ἻἕὓἿἸἓὛẩ͟Ἕ͜ϰᑕὣἨἷἨ὏ἴἰ὚દહӹԋἿࡠᡈἹ

Ἳ὜ἱἢἸἻἠẩװܣἼὙἴἷὀԑΖ͢ậ๜Ζ͢ἿᡤϐὣٟὠὝ὜ἤἹὓἓ὜ἤἹὣଣ࡭Ἢ὜ẪἻ

ἛẩἺἿኆॄἿᜊ࿚Ἕદહἓ὜ἕὀϰᑕἼἓἰ὜ἿἜἼἵἕἷὀẩụỖộभỗಆἿ௥ᦼቶࠓᆻᥨ

ᇴዾὣቃἨႵឍὣ໿ὒἦἬ὜Ẫ

ṒṢṓ ұዙὉἿદહἼἵἕἷὀẩഁࠓ௖ᓈຢṛṛಲὕ״ຢ௽ᜊ᝶ԦṜṠಲἸࠪὒ὚Ὕἷἕ὜Ἕẩ

દહὣՉἙ὜Ἴἓἰἴἷὀẩ௖ᓈ͢ৌᝯἻ᧍੻ὣἨἻἢὝὁἻ὚ἻἕẪ௖ᮺἹἨἷὀẩዶṛἼẩকៃ

ұዙἿรॅὣឍἠἤἹἹө᭷ἼἻἴἷଣ࡭Ἢ὜ἤἹὣଣቃἨẩұዙἼὀἻἭצ὚ὝἰἿἜὣៜ៹Ἢ

὜ẪዶṜἼẩഁ᫅Ἷଣቃὣό἟ἻἝ὚ẩદહὣՉἙ὜ᬢἿ᧍੻Ζ᮫ὕẩұዙậᄀসႵឍἼܒἶἠ

ᄀসଣ࡭ὀἺ἗ἓὝὁὙἕἿἜἼἵἕἷকៃ௖ـὣଣ࡭Ἢ὜Ẫ။ἼẩรॅἝ᫅ష᫐ἼὠἰὝὁ

ϰᑕἹἻ὜ἿἸẩἮἿὙ἗ἻἤἹἿἻἕὙ἗ӃϰᆋἼଣ࡭Ἢ὜Ẫ
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３ 「体罰問題」《校長・教頭 共用》

次の設問に簡潔に答えなさい。

(1) 体罰とはどのような行為をいうのか２つ述べなさい。

(2) 体罰禁止の根拠となる法令名を何条まで書きなさい。

(3) 職員が体罰を起こした場合、問われる責任とそのを３つ書きなさい。

(4) 平成25年3月の「体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指導の徹底について」（通知）に懲戒と体

罰の区別が記載されている。

① 懲戒と体罰の違いを説明しなさい。

② 体罰の防止に管理職（教頭）としてどのように取り組むか述べなさい。

Ṓṛṓ ȩโ὜ậᣟ὜ዾἿᣯϰἼࡠἪ὜И࠶ὣӈ࠻ἹἪ὜ᜊ࿚ẪȪรॅậᆷዉዾẩ။ࠪἿ߈թὣ᫅

ష᫐ἼὠἰἴἷЩଡἦἬ὜ἻἺұዙậᄀসἼᒶϰᆋᖇᅕὣͥἙ὜Ὑ἗Ἳᜊ࿚Ẫ

ṒṜṓ ௖ᓈຢṛṛಲഁࠓ

Ṓṝṓ ȩᜊோᡤϐẮຢψᦉ׏ᜊ࿚ἹἨἷᒭգ͢Ἷᑬգᦉ׏ἼٟὠὝદહӹԋὣדἢ὜ἤἹἝἓ

὜Ẫếǥࠓ௖ຢṛṛಲƈ۟ҽຢṜṣಲỀ

ȪԑΖᡤϐẮၛປἼὙἴἷὀ౤ᜊᑒὕѸ࠶ᑒዾἝᦕᄄἦὝ὜ẪếԑຢṜṚṞಲẩṜṚṢಲỀ

ȫ๜Ζᡤϐế୴࠶ᢃҚᡤϐỀẮಙα׊ὀЩᠮᒊἜ὚ἿᄋዉἷἼὙ὜ἝẩৱસὣἦἬἰװܣἼὀ

ຖᅯᡯᄄὕ፺ቒᆋἻ୴࠶Ἷ᜽Ϸế੽᠐௭ỀἿூ૗ἕἝᆃᄀἪ὜ἤἹἝἓ὜Ẫếǥ࠹ۋᢃҚຢṛಲ
ዾẪҽዉഁࠓἿװܣἼὀẩ௖ـлαἼᆷ୔ᢃόἝ๪ὒ὚Ὕ὜ἿἸὀἻἠẩᔬຖϰἼ៧๪ἦὝ὜ἿἝ͜ᕊᆋẪἰἱ

Ἠẩ௖ـἼௌ੓׊ὀ᧸ݸἻᦂݿἝἓὝὁẩকៃᔬຖϰἜ὚ἮἿ௖ـἼࡠἨ๪ҚἦὝ὜ἤἹἝἓ὜ẪỀ

ṒṞṓ ȩഁࠓ௝ᓈຢṛṛಲἼ᝶ࠪἦὝ὜દહἼὀẩ״௽ᜊ᝶ԦṜṠಲṜ᮫Ἴࠪὒ὚Ὕ὜ᥗࠓẩѠ

কᄧἿԸকἷẩ௥ഁࠓᯃẩ༉୅ẩ࠼ẩᢧዉẩ࡭ଣ࠱ὛẩԗีࢄᡤẩצẩលؐἼՉἙẩຬ੓ẩࠓ

౼ଣ࡭ἻἺἝἓ὜ẪἰἱἨẩຬ੓ωͣἿદહἼἵἕἷὀẩұዙậᄀসἼᒶϰᆋᖇᅕὣͥἙ὜ὓἿ

❶ἸἻἕ᫿ὛἼἛἕἷ៍ὒ὚Ὕ὜ὓἿἸἓ὜Ẫ὏ἰ״ຢṛṛಲϩἨ౼἞ἸቝยἦὝἷἕ὜ϰᑕὀẩ โ

❷὜ẩᣟ὜ἻἺἿұዙậᄀসἿᣯϰἼࡠἪ὜И࠶ὣӈ࠻ἹἪ὜ὓἿẩ รॅẩ᫅ష᫐ἿᆷዉἿὙ἗Ἴ

ұዙậᄀসἼᒶϰᆋᖇᅕὣͥἙ὜Ὑ἗ἻὓἿὣଣἪẪἻἛଣ͢࡭ἻἦὝἰᜊ࿚ἝϰᑕἼকἰ὜Ἔ

Ἲ἗ἜὀẩকៃұዙậᄀসἿোᣯἿᆃᦈၛປẩকៃᜊ࿚ἝᜊὠὝἰၛປẩᜊ࿚Ἷӈ࠻ἻἺἿ

៿ಲώὣբഒἨẩᏫװᆋẩ࠯ងᆋἼԖ௷Ἢ὜ৌᝯἝἓ὜Ẫ

ṒṞṓ Ȫϰᑕὀẩᦉຢᜊ࿚Ἰἓ὜ἤἹẩұዙᄀসἿোᣯἼ໿ԣἻਨথᮧὣͥἙ὜ἤἹẩ௖׌ـὄ

Ἷ࡭ἼឦἦὝἻἕẪታὀẩếഁ᫅ἿଣࡠἦἬ὜ᜊ࿚Ἰἓ὜ἤἹἜ὚ẩᏉܿݿὉἿЫᮿὣᗵἨἠഁࠓ

ὓἹỀẩҹ௖ـἼࡠἨẩϰᑕἼὙἴἷұዙậᄀসἿѡҹἻᓈષὣᜊ἗ἤἹὀͤפᓞἸἓὛẩᥛἼϰ

ᑕὀẩұዙậᄀসἼ౤ՆᾜἿ৐׹ὣ൞ἙρἢẩἕἩὒዾὣᄀὑֻۃἼἻ὜ៗἴἰଣ࡭ຢἸἓ὜Ἱ

ἕ἗ܒಙ៍ᠡἿৈाὣۈ὜Ẫ။ἼẩἺἿὙ἗Ἳᜊ࿚ἝϰᑕἼকἰ὜ἜἼἵἕἷẩụỖộभỗಆἿ௥

ᦼቶࠓᆻᥨᇴἿԗ᎞׈ᒈΖЇἼܒἶἕἷรἨἠӃϰᆋἼႵឍἦἬ὜ἰὒἿഁӈᇿЯὣᜊ἗Ẫ὏

ἰẩ௖ـἝұዙậᄀসὉἿଣ࡭ἸۆᭇὣૹἙἰװܣὕẩؔۇἼϰᑕἹדἢג὚ὝἜἾἻἕଣ࡭

ὣ᝵ἜἢἰװܣἼὀẩ͜αἸૹἙ᤿὏ἻἕἸታế௖ᮺỀὕοἿ௖ـዾὉؐܢậᆸ៦ἝἸ἞὜ჟ

ܻὣ᧮ષἨẩϰᑕὣἨἻἕậἦἬἻἕϰԞὣጭἠẪ
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４ 「道徳教育の充実」《校長・教頭 共用》

平成27年３月に学習指導要領が一部改訂された。これについて次の設問に簡潔に答えなさい。

(1) 今回の改訂の概要として３項目あげ、簡潔に述べなさい。

(2) 従来の「道徳の時間」の目標と、新たな「特別の教科道徳」の目標の相違点を３点あげなさい。

(3) 内容項目については、小学校低学年で３つ、中学年で２つ増えているのに対し、中学校では２つ

減っている。この項目の変更について、どうとらえますか。

(4) 道徳教育の充実のため、教職員の指導力向上に関して、最も重要だと考えることは何ですか。

(5) 道徳性の評価についての工夫が求められている。あなたは、管理職として、この問題にどう取り

組みますか。

❶Ṓṛṓ θۂἿைនἿඏᝯὀẩฌἿỘ࿙Ἰἓ὜Ẫ ᦇ৅Ἷష᫐Ἕẩị။ԗἿ௖ቶᦇ৅ỌἹἨἷϫᑔ

❷ ❸ἶἢ὚ὝἰẪ ᆵෂὣటሦἸႵឍἨὕἪἕὓἿἼை٫ἨἰẪ ӈ࠻ἼἮὝἯὝά̵ᾳ̵ᾍἝἵἢ὚

❹ ❺ὝẩὠἜὛὕἪἕෂឞἹἻἴἷἕ὜Ẫ ௻ຢὉἿை٫ὣᜊ἗Ẫ࡭ණἸՕ್ᆋἻଣݳ ͜α͜αἿ

❶ᕠἦὣϣὁἨẩષ᫅ὣМἪἰὒἿ឵Гὣҧ࠮Ἢ὜Ẫếω͢Ἔ὚ỗ᮫ᆵὣἓἣ὜Ẫ ὀݰἬἻἕἹἤ὞

Ἰἓ὜ẪỀ

❶ṒṜṓ ᆸᦉ࿙ὀ ịᦇ৅Ἷష᫐ỌἿᆵෂὀᦇ৅ᆋ࠮ᣁՆἿᓈષἸἓ὜ἿἼࡠἨẩị။ԗἿ௖ቶ

❷ᦇ৅ỌἿᆵෂὀᦇ৅৮ἿᓈષἹἻἴἷἕ὜ἤἹẩ ịᦇ৅ᆋГщἿᔬ᝻ỌἜ὚ẩịᦇ৅ᆋ៿Гщ

❸ἿႵឍỌὉἹχὠἴἷἕ὜ἤἹẩ ௹ἰἼịࠓᑹỌἹἕ἗௥ធἝᥖՉἦὝἷἕ὜ἤἹẩἿỗ࿙Ἰἓ὜Ẫ

Ṓṝṓ Ἷϰᎏ৮ὣ᱔ὒ὜ἹἹὓἼẩඥષὕἾ὚ἕὣὠἜὛὕἪἠἨἷ࠻὏ἸἿӈഁࠓἜ὚ͳഁࠓ࡮

ଣ࡭ἿՕ႖ὣ͢ἣ὜Ὑ἗᧍੻ἦὝἷἕ὜Ẫ

ṒṞṓ ᦇ৅Ἕị௖ቶỌἹἨἷϫᑔἶἢ὚Ὕἷὓẫଣ࡭Ἢ὜Ἷὀ଀ϐἸἓ὜ẪহἴἷẩἪὊἷἿ௖ـ

Ἕẫἦ὚Ἴҧ࠮Ἠἰ୆ංὣᜊ἗ἰὒἿࣸݻậை٫ἼՍὒẫұዙᄀসἿোἼࢇ἞ẫᦇ৅৮ὣ᱔ὒ὜

୆ංὣ࠮ᣁἪ὜ἤἹἝἸ἞὜Ὑ἗ẩ͜࢓Ἷଣ࡭Ն͢׹Ἕ๪ὒ὚Ὕ὜ẪἮἿἰὒἼὀẫᦇ৅ᆋГщ

ἿႵឍὣۈ὜ࠓᑹଣ࡭௻ຢἿᇿካἹẩᦇ৅ᆋ੪ॄὣᓈષἪ὜ἰὒἿഁࠓἹे࠹ậ۟܌ἹἿ᥯

஀֠ՆἝͤפซἸἓ὜ἹᒈἙ὜Ẫ

Ṓṟṓ θۂἿைនἼἛἕἷὀẩଣ࡭ἼᄀἜἪ឵ГἹἕ἗ܒಙ߈թὀݪ౹ἻἕἝẩᄀসἿࠓᑹၛ

ປὕᦇ৅৮Ἷષ᫅ἿණࠄἿ૪୫ἝቃἦὝẩὙὛӃϰᆋἼෂឞἦὝἷἕ὜ẪἤὝὣדἢẩታὀዶ͜

Ἴẩịᦇ৅৮Ἷ឵ГὣὙὛὙἕଣ࡭ἼᄀἜἪὯᾮάᾩᾭᾤậᾢᾑὼᾥᾷᾌỌἝݸΖἱἹᒈἙ὜Ẫ឵Гὣ

ᜊ἗ἼἓἰἴἷὀẩᄀসἿᒈἙ௻ὕᜊՠἿ࠻ݪἿឞᩲὣԋ೉ἨẩἮὝὣଣ࡭ផᄏἼ׏ధἦἬἷἕ

ἠৌᝯἝἓ὜ἹᒈἙ὜Ẫ὏ἰẩዶΗἼẩᄀসᔬ὚Ἕ͹ϰᆋἼࠓὄẩᔬԋὣଭὛ᥆὜ἤἹἸᦇ৅৮Ἕ

᱔὏὜ង࿙Ἔ὚ẩịᔬࣾ឵ГᓞՆἿᓈષỌὓ᧸ᝯἸἓ὜Ẫᦇ৅ଭὛ᥆Ὓᾒ̵ᾌἻἺὣഁӈἸϷષ

Ἠẩᔬԋὕ׍ᦈἿ੓᝵ẩ௖ओἿίᾥᾷᾌἻἺὣᥨἨẩᔬࣾὣଭὛ᥆὜ἤἹἝἸ἞὜ᔬࣾ឵ГᓞՆἿ

ᓈષἼגὛᎲὐἰἕẪ
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５ 「教科用図書」《校長・教頭 共用》

次の設問に簡潔に答えなさい。

(1) 教科書の使用義務について規定している法令は何法の何条か。

(2) ①教科書の定義について説明せよ。②また、定義の根拠となる法令は何法何条か。

(3) 学校において使用しなければならない「教科用図書」について、法律上３つ規定されている。高等

学校等において適切な教科書がない場合に一般図書を「教科用図書」として使用できる場合の他、二

つを答えなさい。

(4) 教科書の採択に関する法令名を書きなさい。

(5) 教科用図書（教科書）の検定制度の概要について、説明しなさい。

(6) 教科用図書（教科書）の採択制度の概要について、説明しなさい。

(7) 平成27年4月1日施行された「義務教育書学校の教科用図書の無償措置に関する法律の一部改正する

法律」では、教科書の検定や採択に関する規定の改正が行われた。教科書採択については、どのよう

な点が改正されたか。３点あげなさい。

Ṓṛṓ ௖ᓈຢṝṞಲഁࠓ

ṒṜṓ ȩ௖ቶ౼Ἱὀẩ௖ᓈ៟ኆἿඥષἼ৓ἩἷᎲᐟୋԔἦὝἰ௖ቶἿ͹ἰ὜௖಩ἹἨἷẩ௖୆Ἷ

ᄄἼАἬ὚Ὕ὜ұዙậᄀসᄄۈ౼Ἰẩ௥ᦼቶݸࠓᔨἿ൥ࠪὣᎷἰὓἿ׊ὀ௥ᦼቶࠓᆻἝᗵϷ

Ἷ׵ᑬὣಇἪ὜ὓἿὣἕ἗ẪȪ௖ቶ౼ἿᆃᜊἼ᫖Ἢ὜ᔫష୘ᑔຢṜಲ

Ṓṝṓ ௥ᦼቶࠓᆻ൥ࠪ་௖ቶ౼Ἱ௥ᦼቶࠓᆻᗵϷ௖ቶ౼Ἰἓ὜Ẫ
ếǥị௖ቶᄄۈ౼ỌἼὀഁࠓ௖ᓈຢṝṞಲἼࠪὒ὜௥ᦼቶݸࠓᔨἿ൥ࠪὣᎷἰị௥ᦼቶࠓᆻ൥ࠪ་௖ቶ౼ỌἹẩ

௥ᦼቶࠓᆻἝᗵϷἿ׵ᑬὣಇἪ὜ị௥ᦼቶࠓᆻᗵϷ௖ቶ౼ỌἝἓ὜ẪἤὝ὚ἼՉἙἷẩ᱔ዾഁࠓẩͳዾ௖ᓈഁࠓ

Ἷ঵ಓ៟ኆ׌ὄ။ԗூ୯ഁࠓͰὄἼ။ԗூ୯ࠓ᎟ἼἛἕἷᦕԌἻ௖ቶ౼ἝἻἕἻἺἿ။ԗἻװܣἼὀẩ͜ᕊۈ

౼ὣị௖ቶᄄۈ౼ỌἹἨἷЂᄄἪ὜ἤἹἝἸ἞὜ế״ຢ᫺ԦṣಲỀẪỀ

ṒṞṓ ᑬգ௖ᓈ៿ഁࠓἿ௖ቶᄄۈ౼Ἷ࿬਱୘ᑔἼ᫖Ἢ὜ຢ঴

Ṓṟṓ ᥨचὀẩ๜᫐Ἷ௖ቶ౼ᆃᜊᒊἼὙὛᗵϷᏸᬹἦὝἰẩ௥ᦼቶݸࠓᔨἿ൥ࠪὣᎷἰ௖ቶ

౼ὣЂᄄἨἻἢὝὁἻ὚ἻἕẪ௥ᦼቶݸࠓᔨὀẩ௖ቶᄄۈ౼൥ࠪ៣೶ࡖᠪϜὉἿ៺ٟἹጆᄋẩ

௖ቶ౼៣೶ࠨἼὙ὜៣೶ὣᎷἷẩ௖ቶᄄۈ౼൥ࠪܒ༾Ἴܒἶἕἷ൥ࠪὣᜊ἗ἤἹἼἻἴἷἕ὜Ẫ

ṒṠṓ ᑬգ௖ᓈ៿ഁࠓἿ௖ቶᄄۈ౼Ἷ࿬਱୘ᑔἼ᫖Ἢ὜ຢ঴Ἰὀẩ୑૵Ἷ෉᫿ᒊἸἓ὜इᄎ

ಪ௖ᓈـ޽ϜἝᦕԌἻ୑૵ὣሦЩἸ἞὜Ὑ἗Ἴẩᧀᦇूᇁ௖ᓈـ޽ϜἝᇿካὣᜊἕẩ୑૵෉

ᒊἼଣ࡭ậՌធậ୯Ռὣᜊ἗ἤἹἹἻἴἷἕ὜Ẫᧀᦇूᇁ௖ᓈـ޽Ϝὀẩ୑૵۟֐ὣឥࠪἨẩ۟

Ἷ௖ቶ౼ὣ͜״ἶἕἷኑᆵἥἹἼܒϜὀẩ֠ᠪϜἼἛἢ὜֠ᠪᎺ್Ἴـ޽ӈἿइᄎಪ௖ᓈ֐

୑૵Ἢ὜ἤἹἼἻἴἷἕ὜Ẫ
ếǥ௝ኑᯌἓ὜௖ቶᄄۈ౼Ἔ὚ഁࠓἸЂᄄἪ὜ṛኑᯌἿ௖ቶ౼ὣ୑૵Ἢ὜෉᫿ὀẩҽዉഁࠓἼἛἕἷὀ૎ጢἿ௖

ᓈـ޽ϜἼἓ὜Ẫ୑૵Ἷ௻ຢἼἵἕἷὀẩếۋҽታዉἿỀᑬգ௖ᓈ៿ഁࠓἼἵἕἷὀẩ௖ቶ౼࿬Қ୘ᑔຢἼࠪὒ

὚Ὕἷἕ὜ỀẪ

❶Ṓṡṓ Ӏ״୑૵۟֐ӈἿइᄎಪ௖ᓈـ޽ϜὀẩኑᆵἥἹἼ͜״Ἷ௖ቶ౼ὣ୑૵ἨἻἢὝὁἻ

❷὚ἻἕἤἹẪ ᧀᦇूᇁ௖ᓈـ޽ϜἝឥࠪἪ὜୑૵۟֐Ἷឥ֢ࠪϫὣịइᦹỌἜ὚ịइᄎಪỌἼ

ἨἰἤἹẪ౹ݪ❸ ୑૵Ꮊ್׌ὄႵᄉዾἿहܢՍՆἝࠪὒ὚ὝἰἤἹẪ
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６ 「信頼される学校づくり～保護者・地域との連携」《校長・教頭 共用》

「信頼される学校づくり」を推進するためには，保護者・地域との連携が不可欠である。これに関す

る次の各設問に簡潔に答えなさい。

(1) 保護者や地域との連携の必要性について、どのように考えますか。

(2) 保護者や地域との連携により、どのような効果があると考えますか。

(3) 保護者や地域との連携を推進するため、管理職であるあなたは、どのように取り組みますか。

Ṓṛṓ ἹἿ᥯஀ἝἓἴἷἤἮẫ᱔ἕ௖ᓈՕ್ὣἓἣ὜܌ὀẫЩᠮᒊὕ۟ഁࠓἿͳἼἓ὜ҽዉ܌۟

ἤἹἝἸ἞὜Ẫ௖ᓈܒಙຢṛṝಲἼὀịഁࠓẫ׌े࠹ὄ۟܌ϭ๜ἻἺἿᆸΚἿ᥯஀ậ֠ՆỌἿ᧸

ᝯ৮ἝቃἦὝἷἛὛẩἮἿ᧸ᝯ৮Ἕঊ៣ἦὝἷἕ὜ẪἨἜἨẫГщងἿݳණցẩᧀइցậᦂᄸցẩ

ഈ࠹అցዾẩቅϜၛປἿݪցἼϡἕẩ۟܌ίᾣᾩᾏᾊὧἝऋᙐἼἻἴἷἕ὜ႲၛἝἓ὜ẪἮἤἸẫ

Ἷ௻ɴἹἿ᥯஀ὣἕἴἮ἗໿ὒẫᆸΚἝἮὝἯὝἿনԸὣ್ἰἪἤἹἼὙ܌ὀẫЩᠮᒊὕ۟ഁࠓ

Ὓẫ௖ᓈἿᆵᆋἿᦈષἼ᥅ἶἠἤἹἝἸ἞὜ἹᒈἙ὜Ẫ
ếǥ௖ᓈܒಙຢṛṝಲἼịഁࠓẫ׌े࠹ὄ۟܌ϭ๜ἮἿοἿ᫖Лᒊὀẫ௖ᓈἼἛἢ὜ἮὝἯὝἿনԸἹᡤϐὣᔬ᝻

Ἢ὜ἹἹὓἼẫᆸΚἿ᥯஀׌ὄ֠ՆἼՍὒ὜ὓἿἹἪ὜ỌἹቃἦὝἷἕ὜ẪহಶὀẫഁࠓἝ۟܌ίᾣᾩᾏᾊὧἿͳোᆋἻ

নԸὣ್ἰἨἷἕἰἝẫᧀइցὕഈ࠹అցዾἼϡἕẫ۟܌ίᾣᾩᾏᾊὧἮἿὓἿἝՆὣݿἴἷ἞ἰႲၛἝἓ὜ẪἨἜἨẫ

ἕἝऋװἿூἙݜ״ϭ๜܌ẫ۟ݜ״ණἻα᫐᫖ЛὣඥጭἸ἞ἻἕἤἹẫ὏ἰЩᠮᒊݳἱἢἸὀẫұዙᄀসἝഁࠓ

ᙐἼἻἴἷἕ὜ἤἹἻἺἜ὚ẫᆸΚἿ᥯஀Ἷৌᝯ৮Ἕ᱔὏ἴἷἕ὜ẪỀ

ṒṜṓ ἺὓἰἲࠄἸᓈἵ܌ἝἮὝἯὝἿনԸὣ್ἰἨ᥯஀Ἢ὜ἤἹἼὙὛẫ۟܌ậЩᠮᒊậ۟ഁࠓ

ὀᾔᾭᾷώἿἹὝἰષ᫅ὣۈ὜ἤἹἝἸ἞὜Ẫे࠹ὕ۟܌Ἷ௖ᓈՆὣഁࠓἼגὛ᤿ὤἱὛẩഁࠓ

Ἕ۟܌ቅϜὉἿᡞၿὣ್ἰἪἤἹἸẩЫᮿἦὝ὜ഁࠓἶἠὛὣୖᥳἪ὜ἤἹἝἸ἞὜Ẫ

Ṓṝṓ ὛᎲὐἰἕẪג௻ᨃὣӃႲցἪ὜ἰὒἼẫωͣἿὙ἗ἻỖ࿙ἼڀᎷഁࠓ

ዶ͜࿙ὀẩഁࠓூ୯۟܌ಙᦼἼὙ὜Щᠮᒊὕ۟܌ἹἿ᥯஀ঊցἸἓ὜Ẫ௖ᓈـ޽ϜἹὓ᥯

஀ἨἻἝ὚ịഁࠓூ୯۟܌ಙᦼỌὣዉἲ͢ἣẩ۟܌ί̵ᾋὧᾑ̵ᾃ̵ὣڗ޽ἨẩഁࠓἿ఍ɴἿ௖

ᓈໄՠὉἿூ୯ὣᜊἴἷἕἰἱἠẪἰἹἙὁẫᏫװᆋἻࠓᑹἿష᫐ἼৌᝯἻ᠏ओὣ۟܌ἿͳἜ὚

ୖᙜἨἷὓ὚἗ἻἺẫഁࠓἝ૪୫ἨἷἕἻἕ਱ܢὣὓἹἼί̵ᾋὧᾑ̵ᾌἨἷഁࠓ௖ᓈἿҧ࠮ὣۈ

὜Ẫ὏ἰẫࠓՆ͢׹ὣୖᥳἪ὜ἰὒἼẫ௖࠱ἼҸἴἷἕἰἱ἞ẫ௖ओἿ᜽ՌᆋἻনԸὣ್ἰἨἷὓ

὚἗ἻἺẫ۟܌α಩ὣՕ್ᆋἼໄᄄἨἷἕἠẪ

ዶΗ࿙ἹἨἷẩഁࠓἝ۟܌ίᾣᾩᾏᾊὧἿଔ࿙ἹἨἷἿনԸὣ್ἰἪἤἹἸἓ὜ẪἮἿἰὒἼὀẩ

Щᠮᒊὕ۟܌ἿಓরἼኟඇᆋἼጆἙἷἕἠἤἹἝซἜἬἻἕẪἤὝ὏ἸὓẩЩᠮᒊὕ۟܌Ἴẫࠓ

ഁἿגᎲὕႲၛὣϞἙ὜ՍՆὀᜊἴἷ἞ἰẪἨἜἨẩἮὝἱἢἸὀἻἠẩഁࠓἝ۟܌Ὁ૖ἴἷԅ὜

Ἱἕ἗߈թἝৌᝯἸἓ὜ẪἮἤἸẩЩᠮᒊὕ۟܌Ἷᾏ̵὾ὣ૪୫ἨẩἮἿ࠮ႲἼՍՆἨἷἕἠẪ὏

ἰẩұዙᄀসὓ௖ᒭـὓẩ۟܌௥ցໄՠὕ۟܌ᜊΖὉἿᎲᐟᆋἼ׈ᄏἨἰὛẩ۟܌ቅϜὉἿ

ὛᎲὐἰἕẪἤגἺὓἰἲἿᓈષἼࠄὣூἙ὜α಩ἹἻ὜܌ಶ۟ࡦξໄՠὣᜊἴἰὛἪ὜ἻἺẩއ

Ὕ὚ἼὙὛẩഁࠓὣଔ࿙ἹἨἰ۟܌ίᾣᾩᾏᾊὧἿӍඥጭὣۈὛἰἕẪ
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７ 「信頼される学校づくり～教職員の資質の向上」《校長・教頭 共用》

教職員には子どもたちの未来が託されており，今，学校には教職員の資質を高めていくための工夫が

求められている。信頼される学校づくりの推進ため、あなたは校長として，教職員の資質向上に向けて

どのように取り組むか。具体的に述べなさい。

ቅϜὕЩᠮᒊἿᾏ̵὾ὣἨἴἜὛ܌ቅϜὕЩᠮᒊἜ὚Ыᮿὣ঺὜Ἴὀẩ۟܌ἝᇄἼ۟ഁࠓ

ଲἙẩἮἿಓরἼ৓Ἑ὚Ὕ὜௖ᓈໄՠὣᇎ࠮Ἴ࢏ᫌἨἷἕἠৌᝯἝἓ὜ẪἮἿἰὒἼὀẫ௖ᒭـἿ

ᒭգ᥻ᜊὉἿ੓ฏὣॺ἞ԅἨẫഁࠓὣὙὛᎲᐟᆋἼෛᓞἦἬẫഁࠓҹϰἿ௖ᓈՆὣ᱔ὒἷἕἠἤ

ἹἝ๪ὒ὚Ὕἷἕ὜Ẫ

Ἷभᵨඥષـ἞ἕẪἨἜἨẩ௖ᒭݸαὃἹὛἿՆ᧺ἼὙ὜Ἱἤ὞Ἕ͜ـἿ௖ᓈՆὀẩ௖ᒭഁࠓ

ἿὦᾷᾔᾭᾷώցἻἺἼὙὛẫҜὝἰ୆ංՆὕᄀসଣ࡭ՆὣѰἙἰ௖ᒭـὣἺ἗ᓈἷἷἕἠἜἝټ

ᏩἿ៟ᯃἹἻἴἷἕ὜Ẫ

ἤὝ὚Ἷ៟ᯃὣឍ๼Ἢ὜ἰὒἼẩታὀഁ᫅ἹἨἷẫị୆ංை٫ὣୖᥳἪ὜௖ᒭـἿ੓ᠡ᱔

୩ỌẩịഁࠓἿഈἹἻ὜ᾣᾍᾯᾮ̵ᾄ̵Ἷᆃ୍ἹᓈષỌẩịᾝᾊᾭᾷἹἕὠὝ὜௖ᒭـἿໄᄄỌἿỗ

࿙Ἔ὚ẫ௖ـὣଣ࡭ậᓈષἨἷἕ἞ἰἕẪ

ổ ௖ᒭـἿ੓ᠡ᱔୩Ǘ឵ഁࠓГύώᾊᾤἿඥጭἼὙ὜௖ـἿ୆ංՆ͢׹

୆ංὣ಄ὓՕ႖ᆋἼݪἙẫ௖ᒭـἿ୆ංՆὣሦ࠮Ἴ͢׹ἦἬẫԌርႸሳἪ὜௖ओᬹۄἿᓈ

ષὣۈ὜ἰὒἼಇՕἻ૓ใὀẫݰᦼἜ὚Ἷ឵ГἸἓ὜ẪᄀসὕЩᠮᒊἼὙ὜୆ං឵Гế᫖Лᒊ

឵ГỀὣ࡭ҸἨẩ௖ᒭـἿ੓ᠡἿᮀݪὣМἨẩ୆ංՆ͢׹ὣۈὛἰἕẪ

Ỗ ᾣᾍᾯᾮ̵ᾄ̵ἿᓈષǗଣ࡭ậᓈષᾅ̵ᾤἿᏸષ

ᾣᾍᾯᾮ̵ᾄ̵ὀẫ්Ͱὄ੓ᠡἿঊἕ௖ᒭـᎲᐟἼໄՆὣͥἙẫᎲᐟᆋἻα಩ᓈષὣۈ὜ἰ

ὒἿά̵ᾕ̵ᾁᾷἹἻ὜Ẫഁ᫅ἹἨἷẫԵഁ᫅ὕ௖ᮺἛὙὄ͹ऱ௖៹Ἱ᥯஀ἨἻἝ὚ẫᾣᾍᾯᾮ̵ᾄ

̵Ἷᆃ୍ἹᓈષἼՍὒẫᓞՆᫌᆃẫα಩ᓈષἿෛϜὣኟඇᆋἼϷὛԅἪẪ

ỗ ᾝᾊᾭᾷ௖ᒭـἿໄᄄǗᖇ૓௖ـᓈષἿἰὒἿᾢὨώᾃ̵Ԟॄ

௖ᒭـἿՆ᧺ὣ᱔ὒ὜ἰὒἼẫՆἿἓ὜ᾝᾊᾭᾷἿ௖ᒭـὣᾢὨώᾃ̵ἹἨἷϫᑔἶἢẫᖆ૓

௖ـὣଣ࡭Ἢ὜ξᎲὐὣϷὛẩỬủựὣୖᥳἪ὜Ẫഁ᫅ὀẩᾢὨώᾃ̵ἼࡠἨἷẩᖆ૓௖ᒭـଣ࡭

Ἷଣ࡭ậՌធὣᜊἴἷἕἠẪị௖ᓈὀαἻὛỌἸἓ὜Ẫഁ᫅Ἕ႖ҪἨἷẩ੓ۈᆋậផᄏᆋậᏏᏐᆋ

Ἳα಩ᓈષὣۈ὜ἤἹἸẫݳණցậᝍᭀցἨἷἕ὜௖ᓈἿ៟ᯃឍ๼ὣۈἴἷ὏ἕὛἰἕẪ


